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　大動脈および頸動脈等の中心動脈は伸展性に富んだ脈管であり、血
液輸送のための導管としてだけではなく、血圧および血流の拍動を緩
衝する役割を有する。この緩衝機能（コンプライアンス）が低下する
と心臓左室後負荷（心ポンプ機能に対する抵抗）は増大し、左室にお
ける後負荷と収縮力とのバランスが一定の範囲から逸脱すると、心筋
のエネルギー効率は低下する。動脈コンプライアンスは動脈の容量が
低下するほど、あるいは動脈の硬度（スティフネス）が増大するほど
低下する。動脈スティフネスは加齢により増大するが、有酸素性運動
は、加齢に伴う動脈スティフネスの増大を抑制したり、増大した動脈
スティフネスを低下させたりする。また、若年者においても、持久性
アスリートの動脈スティフネスは非トレーニング者のそれに比べて低
値である。
本研究会では、動脈コンプライアンないし動脈スティフネスの運動ト
レーニングおよび加齢等による変化についての過去の研究を紹介す
る。次いで、運動時の左室後負荷調整における動脈コンプライアンの
役割について、これらの変化と関連付けながら検討した研究成果を紹
介したい。


